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「寒
競

厚
生
労
働
省
は

「令
和
元
年
版

・
労
働

経
済
の
分
析

（労
働
経
済
白
書
と

を
公

表
し
ま
し
た
が
、
そ
の
第
２
部
で
は

「
人

手
不
足
の
下
で
の
働
き
方
」
に
関
し
て
分

析
を
試
み
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
数
字
を
確
認
す
る
と

「有
効
求

人
倍
率
は
１

・
６２
倍
で
１
９
７
３
年
度
以

来
４５
年
ぶ
り
の
一高
い
水
準
」
に
あ
り
ま
す
。

一展
用
形
態
別
で
は
、
パ
ー
ト
に
比
べ
、
圧

倒
的
に
正
社
員
の
不
足
感
が
高
い
状
況
で

す
。
か
つ
て
は

「
正
社
員
募
集
」
と
求
人

広
告
を
出
せ
ば
、
求
職
者
が
群
が

っ
た
も

の
で
す
が
、
今
や
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

白
書
で
は
、
一人
手
不
足
が

「働
き
や
す

さ
」
を
棄
損
し
、
「
働
き
が
い
」
を
低
下

さ
せ
て
い
る
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
「
働

き
が
い
の
低
下
は
、
疲
労

・
ス
ト
レ
ス
を

過
度
に
蓄
積
し
、
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
低
下
さ
せ
、
企
業
経
営
に
も
支
障
を

来
す
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
企
業
側
の
対
応
で
す
が
、
新
規

求
人
や
中
途
採
用
な
ど

「外
部
調
達
」
に

狂
奔
し
て
い
ま
す
が
、
中
小

・
零
細
レ
ベ

ル
で
は
、
努
力
が
空
回
り
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
白
書
で
は
、
「
雇
用
管
理
の

改
善
」
や

「
従
業
員

へ
の
働
き
が
い
の
付

与
」
と
い
っ
た
内
部
の
視
点
が
欠
如
し
て

い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
し

ょ
う
び

人
材
の
や
り
繰
り
が

「焦
眉
の
急
」
と

な
っ
て
い
る
状
況
で
、
コ
歴
用
管
理
の
政

善
」
と
い
っ
た
対
策
は
、
い
か
に
も
遠
回

り
な
よ
う
な
印
象
を
与
え
ま
す
。
「
お
校

所
の
人
間
の
言
い
そ
う
な
こ
と
」
と
切
す

捨
て
る
の
は
簡
単
で
す
。　
　
　
　
　
　
一

し
か
し
、
大
局
的

・
総
合
的
な
観
点
か

ら
み
る
と
理
に
か
な

っ
た
主
張
と
い
え
な

く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
「
能
力

・
成
果
に
見

合
う
昇
進

・
賃
金
ア
ッ
プ
」
「
能
力
開
発

の
機
会
付
与

・
自
己
啓
発
の
支
援
」
等
の

対
策
が
、
離
職
率

・
定
着
率
の
改
善
に
有

効
な
の
は
言
を
待
ち
ま
せ
ん
。

長
く
働
く
工
社
員
が
対
象
で
あ
れ
ば
、

賃
金

・
評
価

・
能
力
開
発
シ
ス
テ
ム
の
整

備
の
た
め
、
時
間

・
費
用
を
投
じ
る
価
値

が
十
分
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
経

済
低
迷
期
に
は
、
賃
金
テ
ー
ブ
ル
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
怠
り
、
人
材
開
発
も
放
置
し

て
い
た
会
社
が
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
人
材
管
理
シ
ス
テ
ム
全

体
の
見
直
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う

の
も
、
経
営
者
と
し
て
立
派
な
見
識
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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時間当たり単価の格差

鋼
轟
モ
鶴
概
母

目
目
目
□

毎
月
勤
労
統
計
は
、
そ
の
名
の
と
お

り
、
毎
月
集
計
さ
れ
ま
す
が
、
年
単
位

（１
月
～
１２
月
）
と
年
度
単
位

（
４
月

～
翌
年
３
月
）
の
累
計
結
果
も
公
表
さ

れ
ま
す
。
本
欄
で
は
、
平
成
３０
年
度
の

集
計
を
基
に
、
正
社
員
と
パ
ー
ト
の
格

差
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
パ
ー
ト
の
時
給
で
す
が
、
最

低
賃
金
の
引
上
げ
も
あ
い
ま
っ
て
、
最

近
は
急
ピ
ッ
チ
で
上
昇
を
続
け
て
い
ま

す
。
平
成
２４
年
度
は
１
０
３
１
円
で
し

た
が
、
平
成
３０
年
度
は
１
１
４
３
円
に

達
し
て
い
ま
す
。

伸
び
率
を
み
る
と
、
平
成
２９
年
度

（２
●
４
％
）
と
３０
年
度

（２
●
３
％
）

は
２
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

同

一
労
働
同

一
賃
金
は
、
働
さ
方
改
革

の
課
題
で
す
が
、
パ
ー
ト
の
賃
金
は
、
最

近
、
急
ピ
ッ
チ
で
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
任員
金
引
上
げ
が
必
要
な
の
で
し
ょ

う
か
。
厚
労
省
の

「毎
月
動
労
統
計
調
査
」

に
よ
る
と
、
パ
ー
ト
の
時
給
は
１
１
４
３

円
で
す
。　
一
方
、
正
社
員
の
賃
金
を
単
純

に
時
給
換
算
す
る
と
２
５
３
５
円
と
な
り

ま
す
。

同

一
労
働
同

一
賃
金
の
大
切
さ
は
分

か
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
早
い
テ
ン
ポ

で
パ
ー
ト
の
賃
金
が
上
が
っ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
問
題
は
い
ず
れ
自
然
に
解

決
す
る
と
考
え
る
事
業
主
さ
ん
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

一
般
労
働
者
と
パ
ー
ト
の
賃
金
の
伸

び
率

（所
定
内
給
与
）
を
グ
ラ
フ
化
し

た
の
が
、
別
掲
で
す
。
こ
れ
を
み
て
も
、

パ
ー
ト
の
賃
金
改
善
が
、　
一
般
労
働
者

３
３
５
５
円
、
月
当
た
り
の
所
定
内
給

与
は
３３
万
９
６
３
６
円
で
す
。　
一
方
、

総
実
労
働
時
間
は
１
６
７
●
０
時
間
、
一

所
定
内
労
働
時
間
は
１
５
２

●
６
時
間

で
し
た
。

ち
ょ
っ
と
乱
暴
で
す
が
、
賞
与
も
含

め
た
現
金
給
与
総
額
を
総
実
労
働
時
間

で
割
る
と
時
間
当
た
り
２
５
３
５
円
で

す
。
所
定
内
に
絞

っ
て
も
、
時
間
当
た

り
単
価
は
２
２
２
６
円
と
、
パ
ー
ト
時

給

（１
１
４
３
円
）
の
２
倍
近
く
に
な

り
ま
す
。

急
伸
続
く
パ
ー
ト
の
時
給

短
期
で
は
改
善
に
限
界
も

の
水
準
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
絶
対
水

準
で
比
較
す
る
と
、

そ
の
格
差
の
大
き
さ

は
明
ら
か
で
す
。

一
般
労
働
者
に
つ

い
て
、
時
給
表
示
の

集
計
は
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
月
当
た
り
の
総

額
と
労
働
時
間
数
か

ら
、
試
算
し
て
み
る

こ
と
は
可
能
で
す
。

賞
与
を
含
め
た
現

金
給
与
総
額
は
４２
万

別掲 賃 金の動き 一 般労働者とパー トタイム労働者
% (前 年度比)
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